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稲敷市のご紹介
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茨城県稲敷市の概要①

面積：205.81㎢（耕地97.1㎢）

山手線内面積 63㎢

人口：38,560人（R4.10.1現在）

稲敷市は、茨城県南部に位置し、稲敷台地と広大
な水田からなる田園地帯です。

霞ケ浦や利根川、新利根川といった水辺に囲まれ
、温暖な気候に恵まれていることもあり、県内有
数の稲作地帯となっています。

豊富な水辺環境での釣りやウォータースポーツ、
バードウォッチング、市内に９つあるゴルフ場に
は愛好家が県内外から訪れ、中にはセカンドハウ
スを持つ方も。

近年では、霞ケ浦沿いにサイクリングロードが整
備され、休日を中心に多くのサイクリストが広大
な景観の中を走り抜けていく姿が見られます。
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茨城県稲敷市の概要②

【観光地・名所・イベント】

・“日本唯一の夢結び大明神”大杉神社 ・いなしき夏祭り花火大会

その他、

・400年続く伝統の江戸崎祇園祭 ・稲敷チューリップ祭り
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茨城県稲敷市の概要③

【医療機関】

診療所、歯科医等は市内に複数あります。

大きな総合病院は近隣自治体にあるものを利用することが多いです。

【買い物】

スーパー、ホームセンター、コンビニ、ＧＳなど生活に必要な店舗は一通りあります。

ショッピングモールや映画館がある地域もあれば、地元密着のレトロな商店も。

【近隣自治体】

・南側は千葉県に隣接しており、水郷として有名な観光地である佐原（千葉県香取市）や日本の
玄関口である成田国際空港（千葉県成田市）、にもすぐアクセスできます。

・西側にはＴＸの起点であるつくば市や、ＪＲ常磐線が通る土浦市など、県南の拠点的な自治体
が立地しています。

・隣接する阿見町にはアウトレットモールがあり、休日には多くのお客でにぎわいます。

MEGAドン・キホーテUNY佐原東店 江戸崎商店街
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茨城県稲敷市の概要④

稲敷市立桜川小学校

稲敷市立 校

・その他、県立高校が市内に１校あります。

稲敷市立図書館・資料館

※「令和2年度統計いなしき」に基づくため、現状とは異なる部分があります。
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茨城県稲敷市の概要⑤

【公共交通機関】

・電車は通っていません。

・バスは複数の路線があり、市外とのルートもありますが、本数はかなり少ないです。

・生活する上で、車はほぼ必須と考えていただいた方がいいです。

【東京圏へのアクセス】

・市内には圏央道のＩＣが2カ所あり、高速道路を利用することで東京駅まで80分程度です。

・近隣自治体から電車または高速バスを利用すると東京まで90～100分程度です。
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移住に役立つ補助制度①

・稲敷市若年夫婦及び三世代同居マイホーム取得支援制度

市内での新築住宅取得に対して助成金を交付します。

例）①夫婦いずれかが４０歳未満の夫婦で、

②未就学の子がいる家族が、

③稲敷市に転入して、

新築住宅を取得した場合、最大１４０万円を補助します。

※）世帯の条件により補助額は異なります。詳しくはこちら→

・稲敷市空き家バンク制度

稲敷市空き家バンクを通して空き家の売買や賃貸借が成約した場合に、

空き家バンク成約奨励金 ５万円を交付します。

また、リフォーム工事助成 最大５０万円

家財処分助成 最大１０万円 もあります。

※）制度のご利用には利用登録が必要です。詳しくはこちら→
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移住に役立つ補助制度②

・市民のための創業支援事業

市民が新たに起業する場合、起業に要する経費を一部助成します。

助成額：起業に要した経費の１／２（上限５０万円）

ＵＩＪターンで移住された方の場合２０万円加算

・わくわく茨城生活実現事業

東京23区に在住または、東京圏在住で23区に通勤する方が、茨城県に移住し、

就業又は起業、テレワーク勤務等の移住支援金の要件を満たす場合に、

世帯100万円(18歳未満の世帯員を帯同する場合は1人につき30万円を加算）、

単身60万円の移住支援金を支給します。

【その他】

・医療費助成制度（マル福）

高校３年生相当まで医療費を助成します。

・こどもの未来応援商品券交付事業

翌年度、小学校に進学する幼児および中学校に進学する児童、当該年度に中学校
を卒業する生徒に２万円の商品券を交付します。



ご清聴ありがとうございました。


